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１．なぜ身体知を検討するのか

　現行の学習指導要領では，体育実技と体育

理論の授業で指導すべき内容として，暗黙知

（身体知）を明示している．平成20・21年度に

改訂された中・高等学校学習指導要領解説の

保健体育編の第１章総説では，改善の趣旨と

して，「知識については，言葉や文章など明確

な形で表出することが可能な形式知だけでな

く，勘や直観，経験に基づく知恵などの暗黙

知を含む概念であり，……」と示されてお

り，さらに，第２章の各分野の目標及び内容

では，「指導に際しては，暗黙知をも含めた知

識への理解を基に運動の技能を身に付けた

り……」や「運動観察の方法」のように学習

させるべき内容を具体的に示している．

　この中で示されている形式知とは，公共性

をもったコツであり図式技術と言われている

言葉や図で示すことのできる運動のやり方や

体の動かし方のことである．この形式知の中

には，スポーツの科学的研究から得られる数

値化された分析データとしての科学知（人間

を物体として研究した法則知）も含まれてい

る．しかし，この知によって，実際に運動を

する時の身体内部の感覚である体の動かし方

やその時の動きの感じなどが明らかにされる

ことはない．それに対して，生きている人間
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の動きの研究（人間学的研究）から得られた

知である暗黙知（ポラニー，1960）は，言葉

や文字では上手く表現しきれない知であり，

身体化された知として身体知とも表現される

コツやカンの世界を明らかにするもので，運

動の指導には必須の概念である．

　スポーツ指導者や保健体育科教員を養成し

ている本学において，理論科目や実技科目を

通して学生を養成する段階で伝達すべき，科

学知ではない身体知を，どう捉え，どのよう

な内容を，どうやって，表現し，教えれば良

いのかを，早急に検討し，共通理解する必要

があると考える．

２．運動習得に関する理解

　泣くことと乳を吸うことしか出来なかった

生理的早産（ポルトマン，1961）である人間

は，生まれた直後から，たゆまぬ努力と学習

の経験を積み重ねることによって，多くの身

体運動のコツ（技術）を獲得してきた．その

結果として，歩く，走る，転がる，跳ぶ，登

るなどの日常的な運動は，意識しなくても当

たり前に出来るようになっている．このよう

に，意識しなくてもいつでも自由に動けるよ

うなからだで覚えている状態を，運動の習得

位相から見ると自在化位相といい，無意識の

予測と先取り（カン）によって何を思わなく
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ても自在に動ける状態である．

　しかし，あまり合理的でない動き方（コツ）

や自分独自のやり方（クセ）を身に付けてし

まうと，スポーツ運動のような非日常的な運

動の場合には，定着した古いコツを修正して

新しい良い動き方を身に付けようとする場合

に，その修正に苦労することは多くの人が経

験している．

　水泳の平泳ぎにおける「かえる足」ができ

ていなくて，無意識に定着させていた「あお

り足」を修正するのに苦労している子どもた

ちや学生が沢山いるし，修正指導の方法改善

に一生懸命取り組んでいる小中学校の先生た

ちも大勢いる．それほど一度身に付いて自動

化した動き方を修正するのは大変なことであ

る．

３．動感身体知について

　運動を観察する場合，観察の仕方には，動

いている自分自身が体の内部から自分の動き

を感じ取る自己観察（運動内観）と他の人が

行っている運動を外部から形態学（モルフォ

ロギー）的に観る客観観察（他者観察）とが

ある．

　運動内観によって捉えられた「私はこのよ

うに動くことが出来る」という動きの感じを

動感（キネステーゼ）身体知という．運動は

一回性の原理に従って絶えずその形を変えて

いく．そのために，運動の構造と動きの仕組

みをきちんと把握し，自身もその運動の動感

身体知を持って，他者の運動を観察しなけれ

ば，他者観察によって運動経過の正しい見抜

きや評価が行えない．

　つまり，自動化して無意識に行えている自
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分の運動の感じ（動感身体知）を自己観察に

よって明確に認識し，自分だけのコツやカン

のみならず，自分のコツと公共性を持ったコ

ツ（図式技術）との違い把握した上で，他者

の動きを観察することが大切になってくる．

　このことが，「できる」と「わかる」の大き

な違いであり，「教える」時には，さらに，指

導する相手の「動感の世界」にも立ち入るこ

とが求められる．それは，運動指導の対象と

なる相手には，その地平となる運動技能や運

動経験，指導に用いられる動感言語の理解度

に大きな差があるからである．指導対象の地

平を明らかにするために，動感身体知を介し

た観察や交信や代行による動感素材分析が必

要であるといえる．

４．効果的な促発指導を行うために

　指導者が学習者に運動を教える「促発指

導」において，指導の対象となる運動の構造

分析，指導対象である学習者の動感素材分

析，さらに具体的指導の手順を決定する動感

処方分析が重要な作業となる．これらの促発

指導の結果として，学習者の体に身体知（動

きのコツ）が創発され，目指していた運動が

出来るようになる．当然のことだが，「わか

る」「できる」「感じられる」ようになる指導

が必要である．

　指導者の持つ動感身体知（時には独りよが

りな自分だけのコツ）を，動感や運動経験の

違う学習者に押しつけたとしても，多くの人

が理解できるようにコツの表現方法を工夫し

なければ，通用しないばかりか，体罰の温床

にもなりかねないといえる．そのため，指導

者は教えようとしている運動に関する様々な

やり方を万遍なく経験しておく必要がある．

さらに，あなたのコツに迫れる表現の工夫も

必要である．
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　スポーツや学校体育の指導者を養成する本

学において，運動の促発指導の中核となる動

感能力とコツやカンを含む身体知について，

指導者の間での最低限の共通理解が必要だと

考えている．

５．体育授業における身体知の指導

　近年話題にされている技術的熟達者として

の教師と反省的実践家としての教師にはどの

ような違いがあるのだろうか．この問題を明

らかにするためには，これまで述べてきた運

動のコツやカンである身体知についての理解

が大きな意味をもってくる．

　運動課題の伝達による指導から，教師自身

が理解している私のコツの伝達にとどまら

ず，みんなのコツである図式技術の伝達によ

る指導ができるようになれば，多くの子ども

たちを課題とされた運動が出来るようにする

ことが可能になるだろう．

　しかし，それでも課題とされた運動がわか

らず，出来るようにならない時，どのような

指導をすればよいのだろうか．

　この段階に至って，促発指導と身体知に関

する認識が重要な課題になる．ここで必要な

のは，学習者である児童生徒の動感世界に共

存できる能力としての動感素材分析力や動感

処方分析力である．観察や交信，代行によっ

て指導の対象である児童生徒の動感素材を見

抜き，あなたのコツに変換した身体知を手順

よく伝えることによって「できる」に導くこ

とができる可能性が高くなる．

　体育授業における運動指導でも，このよう

な促発指導の理解と能力が要求されており，

反省的実践家としての教師になる道は険しい

ものである．まずは身体知についての正しい

理解と動感能力を磨くことから取り組んでい

かなければならない．
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